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タテ ハチ ョ ウ 科 に 属す る リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ Hypolimnas bolina L. iX, イン ド よ り ミ クロ ネン 
T, メラ ネン ア な どの 西 太 平 洋 の 諸島 。 オー スト ラリ ア な ど に か け て の 東南 アジ ア の 熱帯 お よび 亜 熱 
常に 広く 分 布 し , 地方 変異 が 多く , 特に 雌 の 多 型 と その 遺伝 は 興味 深い . わが 国 で は , 元 来 土着 の 種 
類 で は な い が , 迷 蝶 と し て , その うち の 4 型 が よく 知ら れ て お り , 他 に 四国 か ら は , ミク ロ ネ シ プア 型 
(rarik-form) も 記録 され て いる (四国 の 上 蝶 , 1979). 
筆者 は , 1978 年 9 月 16>17 日 に 琉球 列島 西端 の 八重 山 群 島 西表 島 上 原 で , 台湾 弄 (kezia-form) 11 ゞ , 
フィ リピ ン 刑 (philippensis-form) 39, J (bolina-form) 19, と と も に , 従来 あま り 採 集 さ れ て 
いな い 大 陸 型 (acintha-form) 169 を 同時 に 採集 し , その 採卵 と 飼育 を 試み , 多数 の 次 世代 を 得る こ 
と が で きた . これ ら 4 型 の 内 , これ まで 飼育 報告 の 無い 大 陸 型 に つい て 若干 の 知見 を 得 た の で , その 
概要 を 報告 し た い . 

な お , 本 文 に 入る に 先立ち , 一 部 の 母 忠 か ら の 採卵 と それ か ら 疫 化し た 幼虫 の 飼育 を 分 担 し て 頂い 
た , 内 藤 孝 道 , 今村 哲夫 お よび 平原 洋司 の 諸氏 に 対し 深謝 の 意 を 表す る . さら に , 内 藤 孝道 氏 に は 写 
真 の 撮影 その 他 で も いろ いろ 御 協力 を 願っ た . 








材料 と 飼育 方 法 
東京 (REE), 鹿児島 (ABE, 今村 ), 沖縄 (平原 ) に お いて , ヒル ガオ 科 Convolvulaceae の サ 
ツマ イモ Ipomoea batatas L. を 使用 し て 9 月 下旬 か ら 12 月 上 旬 に か け て 室温 下 で 採卵 , 飼育 が 行 な 
われ た . 幼虫 は , 初 令 期 は が ラス ある い は プラ スチ ッ ク タク 容 器 中 で 飼育 し, 中 令 以 降 は 瓶 差 し し た サッ 
マイ モ を 用 い , 木製 飼育 箱 あ る い は 紙箱 を 使用 し た . また , 11 月 下旬 ~12 月 上 旬 に 羽化 し た 個体 に 
は , 室温 下 で は 完全 に 羽化 で き な い も の も 生じ 始め た た め に 加 温 を 行っ た . 


結 R 


採集 され た 4 型 の 母 葉 か ら 羽 化し た 次 世代 の 総計 は , 大 陸 型 より 1681749, 台湾 型 よ り 1768 
2079, フィ リピ ン 型 より 409, 赤 斑 型 よ り 3 や で あり , 雄 の 出現 率 は , 大 陸 型 で は 8.4% と 低かっ 
た が , 台湾 型 で は 比較 的 高かっ た . また だ た, フィ リピ ン 型 . 赤 斑 型 か ら は 雄 は 羽化 し な か っ た (Table 1). 

本 報告 の 課題 で ある 大 陸 型 は , 16 頭 の 雌 蝶 の うち 産卵 し た 個体 は 7 頭 (AvG) DRT, HE, 
32.449 63.7% と あま り 高く な く , 羽化 し た 子孫 第 一 世代 の 型 と 数 は , RH A: 大 陸 型 16 づ (55996 
は 雪が 伸張 し な か っ た ), 519; RER B: 大 陸 型 3 BE C: 大 陸 型 2 ; RHE D: 大 陸 型 2 や : 母 
Ek E: 大 陸 型 3 や : FE P: ABH 489; HIR G: AWH 259 で あっ た (Table 2). 
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Table 1. pons records of four forms. 


























Formof Number Number. Female Offspring obtained rond 
females captured eggs laid no. d o x100 
Jacintha* 16 7 A-G 16 174 8.4 
A 0 5 0.0 
B 44 45 49.4 
C 21 34 38.2 
Kezia 11 7 D 0 17 0.0 
E 73 65 52.9 
F 4 17 19.0 
G 32 24 57.1 
A 0 19 0.0 
Philippensis 3 3 B 0 17 0.0 
C 0 4 0.0 
Bolina 1 1 A 0 3 0.0 








* Refer to Table 2. 


Table 2. Reatihg records of the HH 

















E - Offspring obtained. Sex ratio m F orm 
Female Eggs /Eggs Hatchabilit 
y $$ +) of 
no. hatched ge JF laid d o x 100 emergence 
A = 93/146 ‘83 i 16 51 23.9 jacintha 
B 62/108 57.4 0 43 0.0 jacintha 
C 2/5 40.0 0 2 0.0 Jacintha 
D 16/26 61.5 0 2 0.0 jacintha 
E 56/173 32.4 0 3 0.0 jacintha 
F 52/102 50.9 0 48 0.0 kezia 
G 49/80 61.3 0 25 0.0 kezia 
母 蝶 と その 次 世代 の 特徴 


1. 大 陸 型 と 台 浴 型 の 基本 的 色彩 ・ 斑 紋 . 

以後 の 説明 の 便宜 の た め に , 羽化 し た 個体 に 共通 する 大 陸 型 の 色彩 ・ 斑 紋 の 特徴 と 通常 得 ら れる 台 
湾 型 の それ と を 対比 し て 示せ ば 次 の と お り で ある . 雄 の 大 陸 型 (Fig. 2) は , 前 次 端 は 台湾 型 (Fig. 17) 
より 角 ば り 外 方 に 突出 する . 前 ・ 後 交 の 地 色 は , 大 陸 型 で は や や 赤 味 を お びる . BA CGEE,. 
大 陸 型 で は , 後期 表 に は 明瞭 な 青白 色 線 状 の 外縁 紋 列 , 不明 瞭 な 白色 な いし 黄 白 色 の 亜 外 緑 紋 列 お よ 
びそ の 内 側 に 5-6 個 の 明瞭 な 小 白 点 列 が ある が , 台湾 型 で は 線 状 の 外縁 紋 列 は 発達 が 悪く , mM 
紋 列 は 大 抵 消 失 し , 小 白 点 は 3-4 個 以 内 の 場合 が 多い . 前 ・ 後 甚 裏 面 の 地 色 は , 大 陸 型 で は 黄色 味 
を お び た 灰 褐色 , 贅 表 に 対応 する 斑紋 は 不明 膝 , 外縁 ・ 亜 外縁 紋 列 は 融合 し て 外縁 帯 と な り , 特に 後 
閉 で は 幅広 く 顕 閉 で ある . 一 方 , 台湾 型 で は 地 色 が 黒褐色 , 斑紋 は 明瞭 , 外縁 ・ 重 外縁 帯 は 分 離し , 
üg 3p 5 EHERCC AS 2. 

—WÉCUE, KEN (Figs. 3-4, 8-10, 6, 12) は , HEW (Fig. 18) より , MAIDNE 0 IRCH 
し , 前 ・ 後 次 表 の 地 色 は 台湾 型 よ は りや や 淡い 黒褐色 で , 赤 紫 色 を お びる . 台湾 型 で は 地 人 色 は 黒褐色 , 
前 次 は 青 味 を お びる . 前 次 表 の 中 室外 側 に ある 青白 色 の 斜 帯 は , 大 陸 型 で は 多く の 個体 で 消失 する 
が , 少数 個体 で は わずか に 現われ る . 台湾 型 で は 多く の 個体 で 現われ る . 前 贅 表 の 青色 幻 光 鱗 は , 大 
陸 型 で は 大 多数 の 個体 に 現われ る が , その 範囲 は 中 室外 側 の 斜 帯 付近 に 限ら れる . 一 方 , 幻 光 鱗 が 認 
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Fig. 1. Female A. Figs.2-4. Offspring of the female A, jacintha-form: (2), d; 


3)-④, 9. Fig.5. Female C. Fig.6. Offspring of the female C, jacintha- 
form, 9. 


め ら れ な い 個 体 は ご く 少 数 で ある . 台 溢 型 で は 発達 程度 は まち まち で ある が , すべ て の 個体 で 見 られ 
る . 大 陸 型 で は , 後 甚 表 に ある 最 外側 に は 弦 月 形 の 黄 白 色 の 外縁 紋 列 が 顕著 . 英和 白色 の 亜 外縁 紋 列 は 
融合 し 帯状 に 発達 し た 個体 か ら , 融合 せ ず に 編 経 形 紋 列 の まま の 個体 に 至る まで の 変異 が 見 られ る . 

台湾 型 で は , 外縁 紋 列 は 不明 瞭 , 亜 外 縁 の 編 符 形 紋 列 は は る か に 小形 で ある . また , 大 陸 型 は , その 
内 側 に 同色 の 小 円 形 紋 列 が 走り , 第 2 室 付近 で 亜 外縁 紋 列 と 接する . 台湾 型 で は , 紋 列 は 白色 点 状 
C, 亜 外 縁 紋 列 と 接し な い . 前 ・ 後 次 裏面 の 地 色 は , 大 陸 型 で は 黄 視 色 , 贅 表 に 対応 する 斑紋 は 不明 
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Fig. 7. FemaleB. Figs.8-10. Offspring of the female B, jacintha-form, 9. Fig. 11. 
Female D. Fig.12. Offspring of the female D, jacintha-form, 9. 


BR, 外縁 ・ 亜 外縁 紋 列 は 融合 し て 淡色 の 幅広 い 外縁 帯 と な り , GP CUPRCEEEC C5. 台湾 型 で は , 
地 色 は 褐色 , 斑紋 は 明瞭 , 外縁 ・ 亜 外縁 帯 は 分 離し , 輪郭 も 明瞭. 

2. KEMERE 1 oc o Ve IRURE OW CE * BEBUO Fe (OR. 

KEM, AMETUOCEKBSGE Xov TECN EOT, ここ で は それ ら の 基本 点 は 省略 
L, 各 母 蝶 と 各 次 世代 群 か も っ て いる 特徴 の み に つ いて 記す . た だ し , 母 蝶 に つい て は 次 の 破損 と 鱗 
粉 の 脱落 が 甚だ し く , 色彩 斑紋 の 全体 を 把 所 する こと が で き な い の で , 後 次 ・ 亜 外縁 紋 列 の 特徴 の み 
を 記し た 
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BM A (Fig. D: KAERRA E LT. OUI 8 (Fig. 2: 1 に 記 し た 色彩 ・ 
斑紋 を ぁゃ つ 大 陸 型 個体 . 同 次 世代 9 (Figs. 3-4): 大 陸 型 個体 , BUT EE DCEOmVBEPHBIRUE 2» 538 
端 に か け て 広がっ た , ある い は 半ば 広がっ た 個体 が 約 40 を 占め る . 後 鞭 亜 外縁 紋 列 は , 帯状 に 発 
達し た 個体 か ら 編 経 形 紋 列 の も ゃ の まで の 変異 が 見 られ る . また 約 40 の 個体 で は , HAEDH 
紋 列 の う も 内 緑 に 近い 2 紋 程度 が 淡 青 色 に 変わ ちゃ と と も に , 亜 外 縁 紋 列 内 側 の 小 円 形 紋 列 と 外側 の 弦 
月 形 も 白化 し て いる の で , 前 次 の 青色 幻 光 も あわ せ て 蝶 の 外観 を 華 衣 な も の に し て いる . 

HM B (Fig. 7): 大 陸 型 個体 , 後 次 亜 外 縁 紋 列 の 下部 1/3 程度 が 暗 化す る . その 次 世代 9 (Figs. 
8-9): 大 陸 型 個体 , 後 次 亜 外 縁 紋 列 が 帯状 に 発達 し た 個体 か ら 外縁 紋 列 と と も に 台 滴 型 に 近い 程度 ま 
で 退化 し た 個体 (た だ し 裏面 は 大 陸 型 ) まで 見 られ , 変異 の 幅 は 母 了 葉 A の 次 世代 \ よ り も は る か に 大 
きい . 

HH C(Fig. 5: 後期 亜 外縁 紋 列 が 発達 し た 大 陸 型 個体 . その 次 世代 \ (Fig. 6): 2 頭 と も 後期 亜 
外縁 紋 列 が 発達 し た 大 陸 型 個体 . 

BHE D (Fig.11): 後 鞭 亜 外 縁 紋 列 が 良く 発達 し た 大 陸 型 個体 . その 次 世代 9 (Fig. 12): 2 頭 と も 
後 牙 亜 外 縁 紋 列 が 良く 発 達 し た 大 陸 型 個体. 

EHE E: 後 著 亜 外 縁 紋 列 が 良く 発達 し た 大 陸 型 個体 . その 次 世代 e: 大 陸 型 個体 , 2 IRAE 
外縁 紋 列 が 良く 発達 する が ,  l9R RESET EU cL. 

RHE F (Fig. 13): 大 陸 型 個体 , 後 次 亜 外縁 紋 列 は 第 4~7 室 で 偏平 化す る な ど , 発達 が や や 悪い . 
その 次 世代 9 (Gig. 1): 台湾 型 個体 , 後期 亜 外縁 紋 列 は や や 大 形 , 斑紋 の 個体 変異 の 幅 は 小さ い . 

RHÉE G (Fig.15): 大 陸 型 個体 , 後期 亜 外縁 紋 列 は 全 紋 に わた り 偏 平 化す る な ど , 発達 が や や 悪い . 
その 次 世代 9 (Fig.16): 台湾 型 個体 , 斑 絞 の 変異 の 幅 は 小さ い . 








考 ER 


採集 され た だ 大陸 型 母 蝶 は , Cc—oSammodHiIo, イン ド シ ナ 半島 方 面 よ り 飛 来 し た も の に 由来 する 
と 推察 され る . 

RE F, G より 生じ た 次 世代 の 表現 に は , 従来 どおり 台湾 型 (/ kezia) を 用 いた が , 森下 (1976) 
の 大 陸 型 分 類 法 , つま り 大 陸 西 部 型 (7 jacintha), KERE (f. kezia) を 考慮 する な ら ば , これ ら 
は 典型 的 な 台湾 型 と は 末 紋 が 若干 異な り , ベト ナム , 海南 島 付 近 に 産 する 型 と 類似 点 が 見 出さ れる の 
C, 台湾 型 と する より は , むし ろ 大 陸 東 部 型 (が ez2) の 表現 を 用 いた 方 が 妥当 か も 知れ な い . い ず 
れ に せよ , 今後 再 検討 を 要する も の と 思わ れる . 

















要 約 


1. 1978 年 秋 に 八重 山 群島 西表 島 で 筆者 が 採集 し た リュ ウキ ュ ウ ムラ サキ 大 陸 型 雌 蝶 16 頭 よ り , 
4 ヶ所 で 採卵 , 飼育 が 行なわ れ た . 

2. 16 頭 の 雌 の うち 産卵 個体 は 7 頭 , 幼虫 の 財 化 率 も 324-6375; で ,。 い ずれ も か なり 低 率 で あ 
っ た . 

3. TORNEOA 5 553 bK, また, 2 頭 か ら は 台 浴 型 が 生じ た -. 

4. 大 陸 型 の 次 世代 を 生じ た 3?3 頭 の 母 喋 の うち , REAPER UI, RHEB-E は 肉 の み を 
生じ た . BE A か ら 生じ た 子孫 第 一 世代 の 個体 数 は 雄 16 SA, 雌 51 頭 で , EDR 1/3 に すぎ な 
か っ た . また 羽化 し た 雄 16 頭 の うち , 次 が 伸張 し た 個体 は 7 頭 の み で あっ た . 

5. 各 母 忠 と それ か ら 生 じ た 汐 世代 の 婦 の 色彩 ・ 斑 絞 の 特徴 を 記し た . 

6. HERRIN | AELE A, C, D, E は 紋 列 が 良く 発達 し た 個体 か ら 中 程度 に 発達 
し た 個体 まで を 含む 大 陸 型 雌 を 生じ た が , 紋 列 の 下部 が 暗 化 する 母 蝶 B か ら は , 紋 列 が 発達 し た 個体 
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Fig. 13. Female F. Fig.14. Offspring of the female F, Kezia-form, 9. Fig. 15. 
Female G. Fig.16. Offspring of the female G, kezia-form, 9. Figs. 17-18. 
Typical kezia-form: (17), $; (18), 9. 


か ら 人 台湾 型 に 近い 程度 まで に 退化 し た 個体 を 含む 大 陸 型 の 雌 を 生じ , 変異 の 幅 は 前 者 より も は る か に 


大 きか っ た . 
7. WEM IDJI6EOBSURHEE,G か ら は , WR, 裏面 と も に 色彩 ・ 斑 紋 の 個体 変異 が 少な い 
台 浴 型 の 雌 個体 が 生じ た . 





Summary 


In 1978, the author collected 16 female butterflies of the jacintha-form, which had not been 
reared in Japan previously, of the Great Eggfly (Hypolimnas bolina L.) on Iriomote Island of the 
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Yaeyama Islands, Japan. 

The butterflies were reared at four different places. Eggs were obtained from seven of the females 
and the hatchability of the eggs was fairly low. Of the seven butterflies (designated as P, females here- 
after), five (A-E) produced individuals consisting wholly of the jacintha-form and the remaining F 
and G produced those consisting of the kezia-form. In the P, females that produced individuals of 
of the jacintha-form, only the female A produced males and females and the remaining four (B-E) 
gave birth to females only. The number of the males and females born of the female A was 16 
and 51, respectively; the male being about one-third as many as the females. Of the 16 males, 
only seven could successfully expand their wings. 

The characteristics of the coloring and patterns of the P, females and their offspring were de- 
scribed. The P, females (A, C-E) with well developed submarginal spot rows on the hindwing 
produced invidisuals of the jacintha-form varying in pattern. However, in the case of the P; female B 
with rows of darkened spots, the jacintha-form offspring varied in pattern. The range of variation 
in this case was far greater than that in the former group. And the P, females F and G with poorly 
developed rows of spots both produced individuals of kezia-form, whose range of variation in coloring 
and patterns was narrower. 
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